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エコアクション２１

環　境　経　営　レ　ポ　ー　ト

令和３年９月～令和４年８月



Ⅰ事業概要

　　株式会社　内田土木 　　埼玉営業所
　　　　代表取締役　　内田　陽 　　　　工事部部長　　荒木　祐介

　　茨城営業所 　　栃木営業所
　　　　専務取締役　　内田　茂 　　　　　常務取締役　　　　　内田　豪

　　千葉営業所 　　有限会社　城北ガードシステム
　　　児玉興業　　児玉　春治 　　　　代表取締役　内田　陽

Ⅱ所在地
　　本　　　社　　〒１２３－０８４１　　東京都足立区西新井５丁目９番６号 (登記上）
　　埼玉（営）　　〒３４０－０８３２　　埼玉県八潮市柳之宮１５７番１号　
　　茨城（営）　　〒３１１－３１３１　　茨城県東茨城郡茨城町小堤字久保６０４-１
　　栃木（営）　　〒３２９－０６１８　　栃木県河内郡上三川町しらさぎ２丁目２６番７号
　　千葉（営）　　〒２９２－０８３４　　千葉県木更津市潮見３丁目１１番３号
　　有限会社　城北ガードシステム　　〒３４０－０８３２　埼玉県八潮市柳之宮１５７番１号

Ⅲ事業活動内容

◎内田土木

【事業概要】
昭和５９年１０月２０日設立
資本金　１,０００万円 従業員　56名

【一般建設業】 東京都知事　許可（般ー１７）第７４０５９号（Ｈ27/7/24））
とび・土工工事業 舗装工事業

【収集運搬業】
許可番号 許可年月日 許可有効年月日 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

東　京　都　　 1300014810 H31.3.11 R6.3.10 埼　玉　県　　 01107014810 H25.1.11 R4.11.28

栃　木　県　 0900014810 H24.12.19 R7.5.15 茨　城　県　　 00801014810 H29.1.13 R8.11.14

千　葉　県　　 1200014810 H24.8.23 R9.8.6 神　奈　川　県　　 01400014810 H27.7.14 R7.7.13

群　馬　県　 01000014810 H28.12.26 R8.12.25

（１）業の区分
　　　収集・運搬（保管・積み替えを除く）
（２）産業廃棄物の種類
　　　がれき類、以上１種類
（３）処理実績（ｔ） 種類 埼玉 茨城 栃木 千葉 合計

38期 アスコンがら 2,280 128 96 219 2,723
コンクリートがら 226 2 14 242

　当社は一般建設業として昭和５９年に設立し、地中配電線工事、電線共同溝工事（ＣＣＢＯＸ）を
主体に一般建設業の施工会社として営業しています。
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【主要建設車両・機材】
本　　社 乗用車　　２台
埼玉（営）
ダンプトラック　９台 トラック　　４台 掘削機　　４台 乗用車　　7台
茨城（営）
ダンプトラック　７台 トラック　　２台 掘削機　　３台 乗用車　　３台
栃木（営）
ダンプトラック　５台 トラック　　１台 掘削機　　２台 乗用車　　2台
千葉（営）
ダンプトラック　２台 トラック　　１台 掘削機　　１台 乗用車　　１台

【事業概要】

【警備業】

（４）事業規模
◎内田土木

３０期 ３１期 ３２期 ３３期 ３４期 ３５期 ３６期 ３７期 ３８期
完成工事高　（千円） 446,456 478,000 493,668 536,230 546,647 590,526 550,821 761,471 759,784
産廃収集運搬(千円） 25,132 14,034 12,701 24,682 12,078 18,001 17,656 16,480 13,699

１５期 １６期 １７期 １８期 １９期 ２０期 ２１期 ２２期 ２３期
売上高　（千円） 80,125 65,300 64,322 67,029 67,229 73,129 63,345 91,431 124,002

２４期 24期（R4.1月～R5.2月）
138,996

◎城北ガードシステム

平成１１年４月２日設立　　　　　　資本金３００万円　　　　　従業員17名

当社は警備業として、平成１１年４月に設立され、（株）内田土木の施工現場の交通誘導を主に営業しています。

城北は60株を発行しており、そのうち42株は内田土木が所持しているので、城北ガードシステムは内田土木の完全なる子会社です。

38期（R3.9月～R4.8月）

埼玉県公安委員会認定　第４３０００３９６号（Ｈ２６/5/12）

◎城北ガードシステム
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（５）ＥＡ２１組織体制、環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

※当社は全組織、全活動を対象としています

内田土木株式会社 作成日　R5年7月6日

エコアクション21組織図 作成者　小貫　雅美

17名

　

25名 9名 15名 5名
各施工班 各施工班 各施工班 各施工班

代表者　（社長）

全従業員
・環境経営方針を理解し、環境への取り組みの重要性を自覚

・ＥＡ２１で決められた各自の役割を実施

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営システムの実施及び管理に必要な設備・費用・時間・人を用意する

・環境関連文書・記録の管理

・外部環境情報の窓口

・環境経営目標及び環境経営計画の実施・確認・評価、達成状況の報告

・実施上の問題点の是正・予防処置実施

・実施体制の構築（組織図及び役割・責任・権限）

・環境経営目標・環境経営計画書/実績表の作成

・教育・訓練の実施を指示

環境管理責任者

役割・責任・権限

・環境関連法規等の取りまとめ表作成と遵守評価実施

・環境経営システムを構築・運用する（代表者からＥＡ２１の権限を委任）

・環境経営活動の取り組み結果を代表者へ報告

・経営における課題とチャンスを明確にする

各営業所担当

uchidadb@abelia.ocn.ne.jp uchidaew@orion.ocn.ne.jp uchida.takeshi@mint.ocn.ne.jp qq3q9nf39@tiara.ocn.ne.jp

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営におけるチェックリストの記録・運用管理

・環境上の緊急事態への準備・対応

・環境経営レポート作成

EA２１担当者　　児玉　春治
Tel　０４８－９９５－６０４２ Tel　０２９－２９２－５７２５ Tel　０２８５－５６－９３４０ Tel　０４３８－２３－８７３０
Fax  ０４８－９９５－６０５５ Fax  ０２９－２９２－５５７８ Fax  ０２８５－５６－９３４１ Fax  ０４３８－２３－８７３０

千葉（営)　　児玉　春治

Fax  ０３－５８３７－５３３２ Tel　０４８－９９７－８７２６
uchidadoboku@mx9.ttcn.ne.jp Fax  ０４８－９９７－８７２７

埼玉（営)　　荒木　祐介 茨城（営)　　内田　茂 栃木（営)　　内田　豪
EA２１担当者　 小貫　雅美 EA２１担当者　　内田　茂 EA２１担当者　　内田　豪

代表取締役社長　内田　陽

本   社　 有限会社　城北ガードシステム
環境管理責任者　小貫　雅美 代表取締役　内田　陽

Tel　０３－５８３７－５３３１ EA２１担当者　　荒木　裕介
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Ⅳ環境経営方針

株式会社内田土木は社是に掲げる『安全と健康は全てに優先される。我らの職業を持って

社会に貢献し、利益は社員と社会に還元させる。』を基本に、地球環境を意識した行動が取れる

職業人の育成を目指します。

そして、美しい地球、美しい日本、安全環境で緑多い地域社会を次世代に伝え残していくために、

環境への負荷の軽減を実践し、資源の有効利用と再利用に努めていきます。

環境経営目標、環境経営計画を定め継続的に実践と改善に努めます。

３） 事業活動全体に於いて環境に与える負荷を削減するために、次の事項に関して取り組みます。

・親会社からの信頼のおける会社であり続ける。

・全社員の環境に対する意識改革を図る会議の実施。

・工事車両、連絡車両のエコドライブの実施により、CO2を抑制。

・現場から発生する残土の分別廃棄の徹底によるリサイクル率の向上。

・再生資材の適正且つ有効利用。

・現場作業、事務所作業の効率化を図り、廃棄物、電力、紙、水資源の削減。

・社員寮に於いて、環境負荷の削減の効果的な実行。

・社内、寮のゴミ分別収集の徹底と適正処理を実行。

・積極的に社内に緑を取り入れる。

・地域社会に対する清掃を基準にした貢献をする。

・グリーン購入を優先する。

・環境に配慮した施工を実施する。

４） 廃棄物の発生抑制、適正処理に努め再生循環型社会の実現に協力する。

５） 地域社会との融和に努め、環境保全に参加いたします。

この環境経営方針は当社全従業員に周知徹底し、実行いたします。

株式会社　　内田土木

代表取締役　内田陽

令和4年7月25日

１）

２）

当社は建設現場の施工及び事業活動全体を通じて、環境経営システムを構築し、

当社の事業に関連する環境、その他の法規制を遵守するとともに、行政機関、地域の要請等に協力いたします。
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ガソリン 10,111

灯油

軽油 50,225

ガソリン 6,818

灯油 899

軽油 20,555

ガソリン 7,370

軽油 30,275

ガソリン 3,672

灯油 582

軽油 16,434

ガソリン 27,971

灯油 1,481

軽油 117,489

ガソリン 64,939

灯油 3,691

軽油 309,229

18,186

12,582

7,296

29,972

問題点是正に取り上げたように前年対比に変更した。目標は以下の通りである。

2023年9月～2024年8月

2,094

1％削減 現状維持 現状維持

6,286

10,010

2,174

306,136

890

306,136

3,635

6,750

374,080

1,466

116,314

64,290

3,654

576

27,691

41,237

20,349

49,723

227

18,186

1,796

71

890

1,796

374,080

3,654

16,270

27,691

6,286

227

3,635

20,349

64,290

20,349

7,296

29,972

116,314

64,290

7,296

576

1,466

71

1,796

71

2,094

10,010

1,466

890

10,010

49,723

２．LPG使用量削減
使用実績

埼玉営業所

41,237

18,186

49,723

2,094

6,286

227

環境経営目標

2022年9月～2023年8月

３．化石燃料使用量
削減使用実績

2,115

229

6,350

茨城営業所

千葉営業所

計　（㎏）

19,523

6,959

19,523

6,959茨城営業所

19,523

6,9597,029

　　　　Ⅴ環境経営目標（３７期～４０期）

３７期※ ３８期 ４０期３９期

環　境　経　営　目　標 営　業　所

1,814

12,709

計　（ｋＷｈ） 41,654

計（Kｇ－ＣＯ２） 18,369

千葉営業所 2,196

2020年9月～2021年8月 2021年9月～2022年8月

茨城営業所 72

二
　
酸
　
化
　
炭
　
素
　
排
　
出
　
量

１．電力使用量削減
使用実績

埼玉営業所 19,720

栃木営業所

栃木営業所

12,582

2,174

12,582

2,174

41,237

栃木営業所

埼玉営業所

計（Kｇ－ＣＯ２）

27,691

116,314

合計（Ｋｇ－ＣＯ2） 377,858

千葉営業所

計　（Ｌ）

計（Kｇ－ＣＯ2）

576

374,080

3,635

3,654

306,136

二酸化炭素総排出量

前年対比

6,750

16,270

6,750

16,270

29,972
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※　全営業所の購入電力の排出係数（Ｋｇ－CO2/ｋWｈ）は2021年東京電力エナジーパートナーの0.441を使用しました。

☆工事現場周辺の騒音、振動の防止。工事チラシを配布し、近隣に理解を
求める。

1,355

☆随時、事務所の電気も、工事用の機材等もLEDに変更していきたい。

☆折を見て、変更していきたい。

1,740

101,231

1,355

1,740

196

☆37期購入割合が52％なので8％上げて、60％を目指す。

196

189

1,758

101,231102,254

水
道
使
用
量

４．水道使用量削減
使用実績

埼玉営業所 1,369

栃木営業所 191

千葉営業所

茨城営業所

計　（㎥）

198

189

6,457

189

1,355

1,740

101,231

196

107,688

6,522

107,688

6,4576,457

計　（枚）

埼玉営業所

茨城営業所

栃木営業所

108,776 107,688

千葉営業所

６．廃棄物の排出量の削減
埼玉（営）のみ

廃棄物

一般廃棄物

計（㎏）

コ
ピ
ー

使
用
量

５．コピー使用量削減
使用実績

33,609 33,609

4,340 4,297 4,297 4,297

33,948 33,609

環境目標営業所 前年対比環境経営目標

７．グリーン購入（事務用品）　埼玉(営)のみ

本
業
で
の
取
り
組
み

38,288 37,905 37,905 37,905

６-1．産業廃棄物の活用

埼玉営業所 ☆配管材料、布設ケーブル等は支給品であり、残材すべて元請会社に返納
するため、残材はありません.
☆アスファルトガラ、コンクリートガラの産業廃棄物はすべて再生処理されて
います。
☆現場で発生した残土と産業廃棄物を分離させ、徹底処理しています。

茨城営業所

栃木営業所

千葉営業所

８．保安機材の環境対策

９．連絡車のハイブリッド化

１０．環境に配慮した施工
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評価

19,931 102.1% ×

8,339 119.8% ×

16,123 128.1% ×

2,159 99.3% 〇

46,552 112.9% ×

20,529 111.8% ×

1,860 103.5% ×

7 9.6% 〇

273 120.2% ×

2,139 102.2% ×

6,422 101% ×

ガソリン 10,111 12,373 123.6% ×

灯油

軽油 50,225 51,356 103.3% ×

ガソリン 6,818 6,203 91.9% 〇

灯油 899 1,075 120.8% ×

軽油 20,555 20,117 98.9% 〇

ガソリン 7,370 10,257 140.6% ×

軽油 30,275 54,829 182.9% ×

ガソリン 3,672 3,630 99.9% 〇

灯油 582 282 48.9% 〇

軽油 16,434 13,651 83.9% 〇

ガソリン 27,971 32,463 117.2% ×

灯油 1,481 1,357 92.6% 〇

軽油 117,489 139,953 120.3% ×

ガソリン 64,939 75,368 117.2% ×

灯油 3,691 3,382 92.6% 〇

軽油 309,229 368,353 120.3% ×

447,103 119.5% ×

474,055 118.9% ×

※　全営業所の購入電力の排出係数（Ｋｇ－CO2/ｋWｈ）は2021年東京電力エナジーパートナーの0.441を使用しました。

116,314

49,723

398,552

計（Kｇ－ＣＯ２）

栃木営業所

64,290

3,654

306,136

377,858

千葉営業所

71

6,286

227

374,080

計（Kｇ－ＣＯ2）

2,094

7,296

茨城営業所

10,010

二
　
酸
　
化
　
炭
　
素
　
排
　
出
　
量

１．電力使用量削減
使用実績

埼玉営業所 19,720

栃木営業所

千葉営業所

計　（Ｌ）

３．化石燃料使用量
削減使用実績

２．LPG使用量削減
使用実績

Ⅵ環境経営目標及び今期(37期）の実績

環　境　経　営　目　標 営　業　所
2020年9月～
2021年8月

基準年度（前年対比）※

38期の目標値

1％削減

19,523

栃木営業所 229

41,237

18,186

1,796

12,709

41,654

千葉営業所 2,196

18,369

茨城営業所

埼玉営業所

計（Kｇ－ＣＯ２）

38期
2021年9月～
2022年8月

計　（ｋＷｈ）

茨城営業所 7,029 6,959

12,582

３７期

1,466

72

1,814

3,635

576

埼玉営業所

6,350

計　（㎏） 2,115

6,750

29,972

2,174

計（Kｇ－ＣＯ２）

電気・LPG・化石燃料・全ての二酸化炭素総排出量

890

20,349

402,577

16,270

27,691
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評価

1,480 109.2% ×

269 137.2% ×

349 184.6% ×

2,098 120.5% ×

102,572 101.3% ×

11,927 184.7% ×

114,499 106.3% ×

34,320 102.1% ×

3,330 77.5% 〇

37,650 99.3% △

８．保安機材の環境対策

９．連絡車のハイブリッド化

☆前年より上がり、約56％という結果になった、ただし目標は
達成できなかった。再度グリーン購入を意識づけする。60％
の目標を変わらず39期までに達成できるよう目指して、今後

もグリーン購入を継続していく。

７．グリーン購入（事務用品）　埼玉(営)のみ

コ
ピ
ー

使
用
量

５．コピー使用量削減
使用実績

6,457

６-１．産業廃棄物の活用

埼玉営業所

茨城営業所

栃木営業所

千葉営業所

茨城営業所

196

189

計　（枚）

千葉営業所

107,688

1,355

水
道
使
用
量

４．水道使用量削減
使用実績

埼玉営業所 1,369

栃木営業所 191

茨城営業所 198

☆配管材料、布設ケーブル等は支給品であり、残材す
べて元請会社に返納するため、残材はありません。

☆アスファルトガラ、コンクリートガラの産業廃棄物はす
べて再生処理されています。

☆現場で発生した残土と産業廃棄物を分離させ、徹底
処理しています。

埼玉営業所 102,254

栃木営業所

1,740

101,231

1,758計　（㎥）

33,948

37期

千葉営業所

38期

108,776

☆車を新しくする度に、出来る限りハイブリット車に変え
ていきたい。

☆なかなか、簡単には変更できない。次年度も目標に
する。

4,297

38,288

38期の目標値

6,522

☆工事現場周辺の騒音、振動の防止。工事チラシを配
布し、近隣に理解を求める等、実施はしている。

本
業
で
の
取
り
組
み １０．環境に配慮した施工

33,609

６．廃棄物の排出量の削減

産業廃棄物

一般廃棄物

計（㎏）

4,340

37,905
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取組結果

○

〇

〇

○

△

○

ウ）．化石燃料の有効利用

○

・不要な荷物を下ろす。 ○

・車内エアコンの適正な温度管理 ○

・毎月１回の車両点検を実施 ○

・アイドリングストップ。 ○

・急発進、急ブレーキの禁止。法定速度の順守。 ○

△

〇

〇

３．総廃棄物排出量削減

・営業所所在地の地域条例に準じたゴミの分別処理。 ○

・作業現場から発生する残土と産業廃棄物の分離と適正処理。 ○

・リサイクルできるものはリサイクルする。 ○

・コピーせずにPC上で確認できるものは確認する。 ○

・ミスコピーの防止。 ○

4．物品の購入

・金額と相談し、グリーン購入を優先。 △

・消耗品を計画的に購入する。 ○

・連絡車のハイブリッド化。 ○

・保安機材等をLEDに変更していく。 △

5．地域社会貢献

・毎月１回の営業所周辺の清掃作業。 ○

・月一回の社内安全会議でEA担当者の報告、話し合いを実施。 △

6．その他

・コピーの裏面（メモ・コピー）利用。 ○

・余った再生紙を他の営業所へ配布。 ○

・騒音、振動の防止。工事チラシを配布し、近隣に理解を求める。 ○

全体的な見解　（環責）

○；８０％できた。 △；５０～８０％できた。 ×；５０％以下

問題がなければ、次年度もこのまま継続して取り組む。

取組み内容

・長時間離席するさいは、ＰＣの電源を落とすこと

清掃作業は変わらず実施できている、
安全会議は実施はしたが、内容が少し
マンネリ気味というか、慣例的になって
いる。次年度はもう少し発展的な話合
い等が実施できないか意識する。

現場も再生砂等を使用
し、問題なく達成できてい
る。今後も継続していく。

作業現場では、目標を達成できた。環
境に配慮した施工として、残土と産廃
を分離し、産廃を減らすようにしてい
る、また、汚泥が発生した場合は、バ
キュームで迅速に処理している。折を
見て、エコキャップ等をリサイクルにだ
している。今回も事務所のゴミが増え
てしまったことと、コピーの枚数が増え
てしまったのでミスコピー等に注意して
いく。

２．総排水量削減

電気は削減できているので
このまま継続していく。

・使用していない部屋の電気を消すこと

取組内容は変わらず、こ
のまま次年度も継続して
いく。

取組内容は変わらず、こ
のまま次年度も継続して
いく。

取組内容は変わらず、こ
のまま次年度も継続して
いく。

コピー用紙削減自体には
関係ないかもしれない
が、再生紙の裏面利用は
今後も継続していく。

・手洗い、食器を洗う時に余計な流水をしない

・長時間離席するさいは、空調を消すこと

イ）．LPGの有効利用

・工事現場に必要な分だけの水を使用すること。

Ⅶ.環境経営計画及び取組結果と評価、次年度の取組内容

　当社は、事業活動における環境負荷低減のために以下のとおり実施していきます。尚、経過と問
題点に関してはEA２１委員会にて対応していきます。

軽油の目標が千葉(営)以外
の全営業所が達成出来な
かった。取組自体は車両点
検は良く実施され、エコドライ
ブも徹底されている。ただし、
工事現場の場所や現場作業
の量に影響を受けてしまうの
で、単純に減らすというのも
難しい項目である。

風呂場の利用時間の取り決
めは、大分定着してきている
ので、このまま継続していく。

・現場へLPGボンベの必要最小限の持ち込みの徹底。

取組評価

・夜間作業時に使用するライト等をＬＥＤに変更

１．二酸化炭素排出量削減

ア)．電気の有効利用

・風呂場の利用時間の取り決め。

総トータルで見ると、化石燃料は千葉以外は目標を達成出来なかった。コピーの使用量に関しては埼玉、栃木共に達成できていない。工事現場の内
容（仕事内容）次第で、両方ともどうしても使用量が増加してしまう。単純に使用した量で比較以外で何かないか考えたい。また再度、原単位を用いる
ことも検討する。また今回、栃木に関しては６月以降から人員が前年より５人増えている為、来年はまた、使用量が多くなってしまうかもしれないの
で、注意しておく。ただし、人数が変わらず安定していけば、来年以降は数値は変わらなくなるのではないか、と考えられる。現に化石燃料、コピー使
用量以外は割と数値が変わらず、安定してきているようにも見える。少しマンネリ化してきているので、一度、初志を思い出すように、一層、月１回の
安全意識高揚の日という場にて、各所長のみならず、全社員のＥＡ２１に対する意識付けを変わらずに更に深めていきたい。

次年度の取組内容

取組内容は変わらず、継
続する。このまま、節電
の意識を持つように事務
所以外にも食堂、会議
室、倉庫に誰もいない時
はこまめに消灯するよう
従業員に周知する。また
順次LEDに変えていない
蛍光灯を変えていく。

取組内容は変わらず、こ
のまま次年度も継続して
いく。

次年度も、このままの内
容で継続していく。

取組内容は変わらず、こ
のまま次年度も継続して
いく。

取組内容は変わらず、このま
ま次年度も継続していく。

LPGと同様だが、風呂場の利用時間
は大分定着してきている。目標値は、
茨城(営)、栃木(営)が大きく目標値を
上回っている。がこれは栃木は前年よ
り人員の増加、茨城は年末にもちつき
大会を開催するのだが、参加人数が
昨年より多かった為だと考えられる。

エコドライブの徹底。

・風呂場の利用時間の取り決め。
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　　　　R4年11月30日に第38期の全体評価を実施しました。

Ⅷ．環境関連法規等への遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、
      訴訟の有無

　　　当社に適用される環境関連法規は、「環境法規制等遵守チェックリスト」に取りまとめ、
   遵守評価した結果、これらへの違反はありませんでした。
 　なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。

Ⅸ．代表者による全体評価と見直しの結果

 　　当社は認証取得後13年以上経過し、この間元請様からの信頼性や社員の環境意識向上には大きな
　　成果がありました。
　 次年度の環境経営目標等の見直しに反映させていきます。

・警備業法

・道路交通法

・フロン類使用の合理化及び管理の適正化に関する法律

法的義務を受ける主な環境関連法規等は次の通りです。

・廃棄物の処理および清掃に関する法律（産業廃棄物及び一般廃棄物）

・自動車Nox・PM法

・オフロード法

・浄化槽法

・消防法（各営業所所在地の火災予防条例）
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